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ひよこ

憧
れ
の
先
輩
を
目
指
し
、そ
の
場
に
と
ど
ま
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こ
と
な
く
柔
軟
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で
走
り
続
け
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さ
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２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
の
児
童
福
祉
法
等
改
正
で
、
妊
娠
か
ら
子
育
て
ま
で
を
包
括
的
に
支
援
す
る
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」
の
設
置
と
、
児
童
・
妊
産
婦
の
福
祉
に
関
し
て
必
要
な
支
援
を
行
う
拠
点
（
市
区
町
村
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
、
以
下
「
支

援
拠
点
」）
の
整
備
が
市
区
町
村
の
努
力
義
務
と
な
っ
た
。
支
援
拠
点
は
市
区
町
村
の
虐
待
予
防
の
要
と
し
て
、
要
保
護
児
童
対
策
地
域

協
議
会
の
調
整
機
関
を
兼
ね
る
と
と
も
に
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
〝
一
体
的
な
運
営
〞
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
20
（
平
成
32
）
年
末
ま
で
に
全
国
展
開
を
目
指
す
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
着
実
に
増
え
て
い
る
が
、
支

援
拠
点
の
設
置
は
思
う
よ
う
に
進
ん
で
い
な
い
。

　

特
集
で
は
母
子
の
切
れ
目
な
い
支
援
に
お
け
る
児
童
虐
待
予
防
の
視
点
か
ら
、
市
区
町
村
の
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
支
援

拠
点
の
整
備
状
況
を
見
渡
し
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
支
援
拠
点
の
一
体
的
な
運
営
に
向
け
て
動
き
出
し
た
先
進
事
例
を
紹

介
す
る
。

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
市
区
町
村
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点

母
子
保
健
と
虐
待
予
防
の

一
体
的
な
取
り
組
み
に
向
け
て

特
集
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22 【事例】支援拠点を教育委員会の中に設置
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◎鈴木 智（南房総市 教育委員会）
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◎鈴木秀洋（日本大学 危機管理学部）

46 【事例】市町の子ども家庭支援体制を調査
　　　 ─山口県の市町のバックアップ

◎多田基哉（山口県 こども・子育て応援局）
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│
水
谷
さ
ん
が
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の
開
発
に
至
っ

た
経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

水
谷　

私
は
大
阪
・
八
尾
市
で
段
ボ
ー
ル
の
製
造

販
売
を
営
ん
で
い
ま
す
。
大
阪
近
郊
が
営
業
エ
リ

ア
な
の
で
め
っ
た
に
出
張
は
な
い
の
で
す
が
、
７

年
前
、
た
ま
た
ま
東
京
に
出
張
に
行
っ
た
と
き
に

東
日
本
大
震
災
に
遭
遇
し
ま
し
た
。
大
き
な
揺
れ

を
体
験
し
、
東
北
の
津
波
の
映
像
を
テ
レ
ビ
で
観

て
、
も
の
す
ご
く
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。
そ

の
後
、
避
難
所
に
避
難
し
た
方
た
ち
が
、
低
体
温

症
で
大
勢
亡
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
話
を
聞
き
ま

し
た
。
そ
れ
ま
で
私
は
、
避
難
所
は
、
安
全
な
場

所
だ
か
ら
こ
そ
「
避
難
所
」
だ
と
理
解
し
て
い
ま

し
た
の
で
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。そ
の
と
き
ふ
と
、

段
ボ
ー
ル
に
は
保
温
効
果
が
あ
る
の
で
、
段
ボ
ー

ル
で
寝
床
を
作
れ
ば
低
体
温
症
を
予
防
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
立
ち
ま
し
た
。
そ
し
て
す
ぐ

に
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の
開
発
に
取
り
か
か
り
ま
し

た
。
実
は
以
前
か
ら
自
分
に
は
、
何
か
社
会
の
役

に
立
ち
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
の
で
す
。

│
社
会
の
役
に
立
ち
た
い
│
そ
う
思
っ
た
き
っ
か

け
は
？

水
谷　

幼
少
の
こ
ろ
は
、
実
家
が
会
社
経
営
を
し

て
い
ま
し
た
か
ら
、
裕
福
と
い
う
わ
け
で
は
な
い

け
れ
ど
、
何
一
つ
不
自
由
な
く
過
ご
し
て
い
ま
し

た
。
社
会
に
出
て
か
ら
は
、
修
行
の
た
め
に
大
手

の
段
ボ
ー
ル
会
社
に
勤
め
た
の
で
す
が
、
修
行
を

終
え
て
実
家
に
帰
っ
て
き
た
ら
、
会
社
が
ほ
ぼ
破

綻
状
態
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。親
父
に
呼
ば
れ
、

「
万
策
尽
き
て
、
今
月
末
、
も
う
手
を
あ
げ
る
し

か
な
い
」
と
宣
告
さ
れ
ま
し
た
。
で
も
、
う
ち
に

●ピープル ●

　
段
ボ
ー
ル
会
社
を
営
む
水
谷
嘉
浩
さ
ん
は
、
二
次
健
康
被
害
防
止
の
た
め
の
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
を
考
案
し
、
避
難
所
に

届
け
る
一
方
、
す
べ
て
の
段
ボ
ー
ル
会
社
に
設
計
図
を
公
開
し
、
自
治
体
と
防
災
協
定
を
結
び
、
全
国
ど
こ
へ
で
も
段
ボ
ー

ル
ベ
ッ
ド
を
い
ち
早
く
届
け
ら
れ
る
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
雑
魚
寝
！

　二
次
健
康
被
害
を
防
ぐ
た
め
、

避
難
所
で
は
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の
利
用
を

◉
Ｊ
パ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
代
表
取
締
役

　

避
難
所
・
避
難
生
活
学
会
理
事

水
谷
嘉
浩
さ
ん

● 

聞
き
手 

…
…
…
… 

編
集
部

東
日
本
大
震
災
を
き
っ
か
け
に

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
を
開
発



復興を見つめて
東京都健康長寿医療
センター東日本大震災
被災者支援プロジェクト
5年半の取り組み
地方独立行政法人  東京都健康
長寿医療センター　編

四六判 /248頁 　
TK011280

定価 1,500 円＋税

東京都健康長寿医療センターは、震災後３年の時点で、
医療と福祉の専門職とそれにかかわる行政職へ聞きと
り調査を行いました。自身が被災者であるにもかかわ
らず、専門職として責任を果たさなければならない立
場にあった彼らの経験には、今後直面するであろう災
害時に、私たちがどのように行動すればいいか、具体
的な教訓が含まれています。

別冊　地域保健
いのちと健康を守る
避難所づくりに
活かす18の視点
監修　新潟大学医歯学系呼吸
循環外科、避難所･避難生活
学会理事長　榛沢和彦

B5判 /96 頁
TK011300

定価 1,500 円＋税

多発する甚大な災害により、避難所での生活が長期化
するケースが増える中、健康状態の悪化や災害関連死
を防ぐためにも、避難所生活をより質の高いものにす
る必要があります。そこで避難所を運営する自治体関
係者に向けて、これからの避難所づくりに必要な視点
を提示します。

みんなで備える
地震防災
監修　東京大学准教授　
廣井悠

B6判 /256 頁
BS011970　

定価 500 円＋税

「地震が来る前に」「地震発生！ そのとき！」「地震後
の生活再建」「防災ノート＆資料」の 4章立ての構成
です。特に「地震後の避難生活から生活再建」につい
ては、これまでにないほどの豊富な情報。避難生活に
おけるさまざまなシーンに沿った対応法などをイラス
トや図解とともに紹介。

3.11 被災地の今を
訪ねる
「東北お遍路」
巡礼地めぐり
文・写真　金澤　昭雄　
絵　おのでら　えいこ

A4判 /164 頁
TK011260

定価 900 円＋税

東北お遍路プロジェクトが選定した被災 4 県（青森･
岩手･宮城･福島）の巡礼地 63 か所を紹介したガイド
ブック。後世まで語り継ぎたい被災各地の物語をはじ
め、観光スポット、名所･旧跡、ご当地グルメ、津波
伝承や伝説などもふんだんに盛り込みました。便利な
マップ付き。

TEL  03-5977-0300（代表）　
FAX 03-5977-0311

来るべき大災害に備え、
医療・福祉・行政職必読！

東京法規出版新刊のご案内
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※変更になる場合がございますので、ご了承ください。

爆走するデータヘルス改革
─2020年から始まるデータヘルス時代に備える

特 集

◉鼎談　データヘルス改革で保健師の仕事はどう変わる？
　　　　出席者（敬称略）
 　中板育美（武蔵野大学 看護学部 教授）＝司会
 　福田吉治（帝京大学大学院 公衆衛生学研究科 教授）
 　福永一郎（高知県安芸福祉保健所 所長）

◉データヘルス改革の全体像
　　　市川壱石（厚生労働省 政策統括官付〈統計・情報政策担当〉情報化担当参事官室 室長補佐）

◉被保険者番号の個人単位化とマイナポータルの活用
　　　廣瀬佳恵（厚生労働省 保険局 医療介護連携政策課 保険システム高度化推進室 室長）

◉健康スコアリングが始まる
　　　厚生労働省 保険局 保険課　《取材》

◉医療・介護情報の連結・解析で質の高い医療・介護を実現
　　　松田晋哉（産業医科大学 医学部 公衆衛生学 教授）

枝澤真紀さん（交野市役所 健やか部 健康増進課）ひよこ、ホップ、ステップ、ジャンプ！

押川 剛さん（トキワ精神保健事務所 所長）ピープル

特別寄稿 八丈島における訪問看護ステーション立ち上げの取り組み

本誌に掲載された著作物の
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バックナンバー紹介

※バックナンバーの価格
　（2016年 3月号まで）925円（税込）＋送料 151円、
　（2016年 5月号から）1,480 円＋送料 151円

（株）東京法規出版　地域保健編集部
 FAX：03－5977－0385

2017 年 7 月号
特集1「高齢者のフレイル対策」
注目を浴びる高齢者のフレイルについて厚生労働省や
学識経験者の解説をはじめ、自治体の先行事例を紹介
する。

特集 2「 自治体のストレスチェック制度と保健
師の役割」

自治体の職場においても心の病による長期休業者が増
えるなか、保健師がストレスチェック制度で押さえる
べきポイントと取り組みの好事例を紹介。

2017 年 9 月号
特集1「医療的ケア児を支援する」
医療的ケア児の抱える問題や国の施策について解説す
るほか、自治体の保健師の役割について事例を中心に
紹介する。

特集 2「乳幼児の予防接種へのサポート 」
意外と受け忘れや誤接種が多いのが予防接種。啓発の
重要性を説くとともに、自治体の取り組み事例を紹介。
ロタウイルス感染症の最新情報も。

2017 年 11 月号
座談会「第三期の特定健診・保健指導に備える　
　　　　PART1」
直営で市町村国保の特定保健指導実施率の目標を達成
した 2市の保健師が出席。保健指導実施率を高めた
と秘けつと今後の課題を聞く。

特集「多職種で取り組む災害時の食支援 」
避難所で配られる食事は高齢者などには向いていない
ものも多くある。災害食支援の専門家が立場からアド
バイス。

2017 年 5 月号
特集「 保健師業務の認知度を高める」
第 1部の座談会では保健師業務を理解してもらうた
めの方策を議論。第 2部は他職種の専門家から保健
師への期待と提言。保健師の目と他職種の目で、保健
師のアピール方法を浮き彫りにする。

2018 年 3 月号
特集「 子どもの貧困と健康問題」
生活困窮家庭の子どもは虫歯や肥満など健康への悪影
響が出ている。現状報告とともに対策に動き出した自
治体の事例などを取り上げる。

2018 年 5 月号
特集「 自殺総合対策を効果的に進めるために

  ～ 自殺総合対策のポイントと実効性ある展開を
目指して～」

自殺対策を効果的なものにするためのポイントと地域
自殺対策推進センターの役割、既に自殺対策計画作成
に着手している事例などを紹介する。

◉年6回、隔月〔奇数月〕1日発行
◉Ｂ5判、総100頁（本文96頁、表紙4頁）
◉価　格 1冊あたり　1,480円（税込）、送料151円
 年間購読　　《公費前納および個人》7,990円（税込、送料弊社負担）
 年間購読　　《公費後納》8,878円（税込、送料弊社負担）
 ※書店の方は下記にお問い合わせください。

　電話　03-5977-0300　FAX  03-5977-0385　ウェブ　http://www.tkhs.co.jp
お申し込み

お申し込みは

2018 年 1 月号
　　　　「精神障害にも対応した地域包括ケア
　　　 システムに保健師はどう関わるか」
保健師の関わりを中心に、地域包括ケアの本来のあり
方について、精神科医と保健師が意見を交わす。

　　　　「第三期の特定健診・保健指導に備える
　　　 PART2　～アウトソーシングに着目して～ 」
特定健診・保健指導でアウトソーシングにより効果を
出すコツを話し合う。

新春
座談会1

新春
座談会2


